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With its rich forest resources, Japan has developed a 
unique woodwork culture. Since ancient time to date, the 
woodworking techniques have been inevitably affected by 
the surrounding technical development of the time. Despite 
it, we can still find basic woodworking techniques meagerly 
survived and handed over for generations without changing 
its essence till today. One of such techniques is the 
production of hegi plate, or hand-riven wood splint, 
discussed in this paper. This basic woodworking technique is 
characterized by the processing naturally following the 
nature of wood. This simple but effective technique has a lot 
of rational aspects and is still much useful today to know the 
nature of wood. This paper is intended to discuss the hegi 
processing technique in detail from the view of the time 
background and the nature of materials and record the 
relationship between wood nature and woodworking then. 
Further, the paper discusses how ancient Japanese acquired 
this hegi plate processing technique and how modern 
Japanese is losing this unique cultural heritage. 






























































へぎいた 【折板】註 3 
杉または檜の材を薄くはいでつくった板。へぎ。  







































































図 1 野根板天井網代の使用例  
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図 2 市松網代                図 3 亀甲網代    
   
  図 4 矢羽網代         図 5 石畳網代    
 
4. へぎ板の工程について  


























の生産が行われていた。正雄氏は 16 歳から 6 年間、
K 銘木店でへぎ板作りの修行をした。当時のことを回
想する様子が信濃毎日新聞（昭和 47 年 7 月 23 日朝刊）
で紹介されている註 6。「何度やってもただの木くずに
なってしまい、やめようとしたこともあったが、今は、
丸太を見ただけで 1 本 1 本違う木の性格を読み取り、
性質に合わせて木を裂くことができる。」と記載して
ある。その後、正雄氏は、昭和 7〜10 年頃に上松町に








































約材として利用している註 8。  
②へぎ板に適した原木について  
































木の条件は、大きくは以下の 3 つである。  
・ 天然林で育った木  
・ 樹齢 200 年以上の木  
・ 年輪が詰んでいてその幅が一定の木（年輪幅は
1mm 程度）  
 そのほか、原木について小林鶴三氏から聞いたこと
を列記する。  
・ 天然林で育ち、年輪が詰んだ樹齢 200 年の丸太は、
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元でへぎ板生産を始めた昭和 43 年頃までは、手工具
である横切りの改良鋸（図 6）を使用していた。  
 





れ、4〜8 本に分割された材のことをいう。榑木 1 つ
の断面形状は扇型で、ミカンの実の房が並んでいる様
子に似ていることからこの作業をミカン割りと呼ん
でいる（図 7）。  
図 7 ミカン割り  
 丸太を割る作業は、半分に、それをまた半分に、が











あるいは、1/6、1/8 に分割する。  
 
図 8 みかん割り作業  
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図 10 野根板木取り  





















場合は、その角材から 32 枚取り、16 枚取り、あるい
は 8 枚取りのいずれかの角材に細分する。厚み方向の
寸法取りは専用の定規を使い（図 12）、野根板用、網












図 12 定規  
 
 図 13 銑  




32 枚取りの厚さの角材の場合、まず、2 分割して 16
枚取り 2 枚にする。次に 16 枚取りを 2 分割にして 8
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しまうからである（図 13,17）。  
   
図 15 小割鉈  
   
図 16 木刀、木槌  
図 17 銑がけ  
⑦へぎ板 8 枚取りの角材からへぎ板を作る  
 8 枚取りの角材を 8 枚のへぎ板にする作業である。
角材の元側の木口を上にして、小割り鉈を用いてへぎ













神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 9 」（ 論 文 ） 
 
 
図 18 へぎ板 8 枚取りの角材からへぎ板を作る  
  
図 19 割り目入れ 































では、0.5mm まで薄くしたへぎ板は作れない。  
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30％だった含水率を 12％程度に下げる。  
 野根板用は、1 坪分単位でまとめて結束して保管し、
自然乾燥させる（図 22）。  
 








































● 含水率と木材の強度との関係  
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こけらぶき 【柿葺き】註 14 
ヒノキ、マキなど比較的水に強い木材を長さ 24cm






















樹齢 200 年から 300 年生の天然木が使用される。  
 はじめに原木を材寸法に合わせて玉切りし、大割包
丁を使ってミカン割りにする。次に寸法定規を用いて
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さは 1 寸 6 分、幅は材によってまちまちの状態の板が
複数枚出来る。厚さ 1 寸 6 分の材から厚さ 1 分の板
16 枚が取れるよう小割包丁を使ってへぐわけである













要因であると考えられる註 15。  
●吉野の樽丸  









































































ち人工林面積は 62,406ha で森林面積の 43％、また、
天然林面積は 72,230ha で森林面積の 50％となってお
り、人工林に比べ天然林の比率がやや高くなっている。 
 木曽森林管理署は、国有林を保全する目的で樹木を
伐採しており、平成 30 年度の総木材生産量は、1 年

































良材がなかったからだと考えられる註 20。  

















































騰」「需要の低迷」の 3 つが挙げられる。  
・へぎ板職人の高齢化・後継者不足について  




















単に解決できない状況がうかがえる註 21。  




















・  需要の低迷について  














































































・図１、7、11、14、18、23 は、2019 年 7 月 24 日筆者
作成 
・ 図 2 〜 5 は 、 web サ イ ト 「 小 林 へ ぎ 板 店 」
https://hegiita.jimdo.com より引用、最終アクセス日
2019 年 7 月 26 日  
・図 6、8、17、19、20、および動画ファイルは、2008
年 9 月 12 日筆者撮影 
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